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はじめに
我が国の人口は、2008年をピークに減少局面に入り、中長期的には更に人口減少・少子高齢化が進むとともに、人口の地域的偏在も加速するもの言われており、今後予想される経済社会の変化は、これまでにない大きなかつ未知のものになる可能性が高い状況にあります。
このような時代環境においては、過去からの延長で対応策を議論するのではなく、次の世代やその次の世代の危機感を共有しながら、皆が望むあるべき社会の絵姿を描き、その実現のために何をすべきかを自分たちで考えていく必要があります。
このような背景から、まちづくりの課題や効果、将来像を、地理情報やバーチャルリアリティ技術等を用いて住民や事業者等に対して分かりやすく示すことで、多様なステークホルダー（関係者）による将来像等の合意形成を容易化し、民間活力を効果的に呼び込むための手法やツールが求められているところです。
まちづくりシミュレータとは、地域単位・住民等の地域関係者が、地域の条件や現状、そのまま進んだ場合に成り行きの将来をきちんと共有した上で、持続可能な地域の将来を描き、共有するためのツール（情報基盤）のことです。
本マニュアルは、まちづくりシミュレータの現時点でのマニュアルであり、情報基盤としての進化やまちづくりの現場での活用に基づいて、日々発展させていくものです。
皆さまのまちづくりの現場で活用された事例や新たなアイデアがありましたら、ぜひ情報をご連絡ください。よろしくお願いいたします。
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